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勝利の後の「停滞」
― S. Steele の「ポスト公民権運動問題」論をめぐって―
Black Americans’ “Stagnation” after the Victory:  




































































　③のように要約することが可能な Steele の議論は、主に彼が 1950 年代に経験したことに基づ












になったことが、「ポスト公民権運動問題」に対する Steele の〈第 2 の解答〉ということになる。









1 ．「消極主義」から「『白人の罪悪感』を当てにした戦闘性」へ：黒人にとっての転換点 1968 年
　1968 年 6 月初めの朝、Steele は母親に対して怒りを爆発させた。両親は Steele の卒業式に出
席するために、前日シカゴからアイオワ州のシーダーラピッズにやって来てホテルに滞在して









運動の偉大さであった」（ ibid.: 17= 同上：26-7）。
　このような両親であったから、母親がロバート・ケネディ暗殺を嘆き悲しんだとしても、そ
れは自然ななりゆきであった。けれども Steele にとって、こうした母親の態度は激しい怒りを





ではなく『戦闘的になること（militancy）』である」（ ibid.: 18= 同上：28）。
















を持つのは黒人が白人より『道徳的ではない』からなのだ」（ ibid.: 18-9= 同上：29）。
　Steele の両親はシーダーラピッズに到着した日、タバコの灰のことも含めて Steele がしたこ
とを彼の仲間の親から聞いていた。両親はひどく落胆していた。彼らが言うには「運動は Steele
のタバコのせいで、高い道徳性をもつチャンスをなくしてしまった。それゆえ要求の根拠も掘
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白人の誰それが黒人の誰それを抑圧するというのとは違った形の
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（ impersonally）』抑圧が見ら
れる―である」。こうした人種差別理解はマルクス主義の見方に近いものであった。そしてこ









運動の成果として 1964 年公民権法と 1965 年投票権法が成立すると、個別の具体的な差別事象
自体それほど頻繁に起きなくなった。Steele がグレゴリーの演説を聴いていた 1967 年とはそう
した時期だった。そこで用いられるようになったのが、人種差別を拡大解釈した「氷山の一角」
説であった（ ibid.: 36= 同上：52）。なお Steele はこの「拡大解釈された人種差別」のことを「包
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（ valuable）」ものになるだろう































聴いた数か月後（1968 年 5 月）のことであった。先に見たように、このとき Steele のなかに満
ちていた「戦闘性と怒り」とは「黒人であることそれ自体がパワーになるという感覚」から生
まれていた。そしてこの“黒人であること＝パワー”という感覚が生じてくる背景には、次節
で詳しく見るように、1964 年公民権法と 1965 年投票権法が成立するなかで、白人がこれまで
黒人に対して過酷な人種差別を行ってきたことを思い知らされ、そのことに対して「罪悪感」
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（ solely）ものであった」（ ibid.: 59= 同上：81）。Steele はこう
した「戦闘性」のことを「『白人の罪悪感』を当てにした戦闘性（“white guilt” militancy）」と
呼んでいる（ ibid.: 60= 同上：82）。これは、白人はこれまで自分たちが人種差別を行ってきたこ
とに対して「罪悪感」を抱いているから黒人の要求は何であれ受け入れるはずだと確信したうえ
で、何であれ黒人の要求に応えるように白人に迫る際に黒人が取る高飛車な態度のことである。
　1966 年 7 月 17 日、ストークリー・カーマイケルによって叫ばれて以来、黒人は「ブラック・
パワー」という言葉を頻繁に使うようになっていた。Steele によれば、この「ブラック・パワ
ー」という言葉にしても、黒人が自らの状態の改善のために白人に対して「その力（いわば『ホ
ワイト・パワー』）を使うように仕向けるため」のものであった（ ibid.: 60= 同上：83）。つまり
「ブラック・パワー」とは、黒人が自らの状態の改善のために白人社会に「ホワイト・パワー」
を発揮させる手段に過ぎなかったのである。（6）














































れた」からである（ ibid.: 103-4=1 同上：138）。
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　しかしながら「白人至上主義」は 1964 年公民権法と 1965 年投票権法の成立とともに否定さ
れた。それはいまや「他者をこれまで全面的に『非人間化していたもの』―他者を支配し、資
源を盗み、奴隷化、征服、改宗、搾取、排除、さらには殲滅さえしてきたものとなった」。つま













咎め、正すための「道徳的権威」がなかったからである（ ibid.: 105= 同上：140）。
　マッカビー学長は「高潔な人物」であり、白人が黒人を差別していたことを否定したり過小
評価したりするような人ではなかった。学長は Steele たちの無礼な行動の背後に「黒人たちの




















覚に一生懸命働く黒人のことをグレゴリーは「お人好しの黒人（ the “good Negro”）」と呼んだ。
この言葉を聞いたとき Steele はすぐに父親のことを思い浮かべ、確かにグレゴリーの言う通り
だと納得した（ ibid.: 52=72-3）。（7）
　Steele がグレゴリーの演説に魅入られていた時から遡ることおよそ 2 年前（1965 年 6 月 4 日）、
この「責任」のあり方に関して、その後きわめて大きな影響を及ぼすことになる演説がジョン
ソン大統領によってなされていた。これがハワード大学（黒人学生が大多数を占める伝統校）















民権法成立のおよそ 1 ヶ月半前（1964 年 5 月 22 日）に公表された―にしても「責任の『再配
分』計画であって、それを通してジョンソン大統領は白人社会に対して黒人の前進のために大

















































る。しかし Steele は白人社会と黒人のこうした関係をあえて「不幸な共生（sad symbiosis）」と























責任（ full  responsibility）を取ることがなければ、自らを向上させることなどで














下では「白人が主体で、黒人は客体（Whites are agents; Blacks are agented）」ということになっ
てしまう（ ibid.: 148= 同上：193）。
　1964 年公民権法と 1965 年投票権法が成立し、アファーマティヴ・アクションが実施される
ようになって「黒人は白人社会の援助を受けるだけの客体」になってしまった。Steele はここに
「皮肉」を見ている。なぜなら公民権運動時代にあって黒人は「自分自身の運命を自ら切り開き













くなる（ ibid.: 63= 同上：86）。



















逆転（ racial role reversal）」と呼んでいる。これによって黒人は「白人至上主義」時代に、白人
に酷いことをされたが、いまや「『白人の罪』を赦す」という優位な立場に立つようになり、そ
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（ self-esteem）―白人社会アメリカか
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（bear failure）ことができるようになっ
た」。Steele は、この経験を通して「自己肯定感」が、大学で良い成績を取ることに匹敵する









に匹敵する価値をもつもの」とすることができる―と思い込んでいた（ ibid.: 76= 同上：104）。
おわりに
　1965 年 6 月 4 日、ジョンソン大統領がハワード大学の卒業式で行った演説以後、黒人の状態
を改善するのは白人社会の責任で、黒人は白人に対してその責任を果たすように要求するだけ



























　Steele が提出した 2 つの〈解答〉はともに、黒人が公民権運動に勝利した後、それが自らの
状態の改善につながらなかった原因が何であるかを明らかにするものである。
 　〈第 1 の解答〉である、“黒人の「人種的脆弱性」”とは「人種的不安」と「人種的懐疑」か
ら成っていて、黒人が主流社会で白人と渡り合うことを阻んでいた。そして Steele は、この「人
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問題」とする。
（2） 前稿（同上）では「自己効力感のなさ」を「文化特性」とみなしたが、それは私の間違いであった。な
ぜなら「自己効力感」概念はアメリカの認知心理学者 A. Bandura によって提唱されたものであり、そ
れは自己に対する他者の働きかけのあり方が、自己の自己認知にどのような影響を及ぼすかというこ
とに関わる概念だからである。したがって本稿では「社会心理特性」とする。
（3） Wilson の議論の全体像については（平川 2010a）参照。
（4） 訳出に当たっては翻訳書の訳文に適宜、手を加えている。Steele（2006）については、以下も同様。
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Black Americans’ “Stagnation” after the Victory: 
On S. Steele’s Answers about the “Post-Civil Rights Movement Problems”
Shigeru HIRAKAWA
Abstract: As the result of the 1964 Civil Rights Act, the 1965 Voting Rights Act and the Affirmative 
Action Programs that the civil rights movement won, black Americans’ opportunities in the 
employment and the education were substantially enlarged. But, poor black Americans’ socio-economic 
conditions haven’t improved. Why so? This is the “post-civil rights movement problems.” It was Steele 
that approached to these “problems” from the unique standpoint different from the liberals and the 
conservatives. From examining what he had experienced in the latter half of the 1960s, he showed that 
the “sad symbiosis” between whites and blacks had arisen in those days. Under this “symbiosis”, 
whites who felt very guilty about the racism “were redeemed” from blacks in exchange for the 
affirmative action. On the other hand, blacks received the “benefits” of the affirmative action in 
exchange for their redeeming whites. However, this “symbiosis” was too “sad” to blacks because they 
didn’t need to take responsibility for their advancement. However, human beings, individually or 
collectively, can’t improve their socio-economic conditions without taking “full responsibility” for their 
advancing. Therefore, it is the “sad symbiosis” that has kept blacks in the “stagnation” after the civil 
rights movement won a decisive victory.
Keywords:  white guilt, “white guilt” militancy, sad symbiosis, social justice, blackness
